
 

 第６２回 朗読のつどい 

令和８年  ３月１４日（土） 

―  朗読作品  ― 
 
 
 
 
 
 

案内人   中込麻惟 
 
 
 
 
 
 
 

◆春の詩 二編「北の春」「白い自由画」丸山薫/作 
                         朗読 小沢啓子 
 
 
 

◆「急ぐことはありません。 

悠々としていればいいんです。 

そういう仕事もあります。」伊集院静/作 
『悩むなら、旅に出よ。 旅だから出逢えた言葉２』より 

                         朗読 松村みどり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆「晴れた空の下で」江國香織/作『つめたいよるに』より           
朗読 前嶋由江 

 
 
 
 

◆「スーホの白い馬 モンゴル民話」大塚勇三/再話 
                         朗読 野中つね子 有泉とし江 

遠藤律子 
 
 
 

◆「父との約束」Ｙ.Ｋ./作 
第 11 回「つなげる、やさしさ。」 
健診・人間ドック体験記コンクールより    朗読 伊藤弥生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆「春いくたび」山本周五郎/作  
                         朗読 伊藤満恵  山本早苗 
                            小澤啓一郎 乙黒いく子 

 

問い合わせ 中央市立玉穂生涯学習館 中央市下河東 1-1（TEL 055-230-7300） 

※プログラムは変更になる場合があります 

令和７年度 中央市立玉穂生涯学習館事業 

    

開演  午後１時３０分から （午後１時開場） 
会場  中央市立玉穂生涯学習館 ２階視聴覚ホール 
出演  朗読サークル ごくらくとんぼ 

 申込不要 
入場無料 

 

声が紡ぐ物語にあなたも耳を澄ませてみませんか？ 

春のひととき朗読の世界をお楽しみください 


